様式23（表）
様式23（表）
様式23（裏）
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再生密粒アスコン

仮舗装（アスコン２５型）

掘　削　幅

５０250再生粒度調整砕石RM -40埋め戻し用砂又は改良土、発生良質土２００１５０仮舗装アスコン25型掘削長さ2000復旧配管及び掘削寸法


（表）【記載例】    　　 管路修理報告書　　　　○○－○○－○○
	記入上の
留意事項
	・施工前と施工後の配管図は、可能な限り詳細に記入



[image: image3.emf]掘　削　幅

既設舗装（アスコン４０型）

密粒アスコン

粗粒アスコン





５０400再生粒度調整砕石RM -40再生クラッシャラン砕石RC -40５０１５０１５０既設舗装アスコン40型既設DIP.K φ200㎜DP1.0m受け口抜け出し約10㎝Ｋ形押輪漏水箇所


	工事番号
	〇〇－〇〇

	施工期間
	○年　○月○○日　△曜日　○○時○○分　～○月●○日　□曜日　◎時○●分

	監督者
	事業体名：　○○市水道局　　氏名：水道　三郎　電話：090-1111-@@@@

	施工業者
（代表者）
	施工業者名：▽△設備工業㈱　氏名：土木　一郎　電話：090　-　　　　-


	場　　所
	○○市 △ 町 ＊ 丁目 ＊ － ＊ ＊番地（車道部）　　水道　花子　宅地内

	被害施設
	■管路　□付属設備　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	修理管路
	漏水管路

	[image: image4.emf]撤去材

・一体ゴム輪（K形） 200㎜ ～1

・T頭ボルト　20×100～8

・受け口切り管　 200㎜ ～ 1.1m　

・両切り管　 200㎜ ～ 1.0m　

・K形継ぎ輪 200㎜ ～ ２

・特殊押し輪(K形）　200㎜ ～４

・一体ゴム輪（K形） 200㎜ ～４

・T頭ボルト　20×100～３２

・押し輪(K形）　200㎜ ～1

□導水管　□送水管　■配水管（配水本管・配水支管）
□給水管（メーター上流）　□給水管（メーター下流）

	
	口　径
	　　φ200㎜

	
	材　質
	□DIP　■CIP　□SP　□VP　□ポリエチレン　□LP
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	継手形式
	■A形　□K形　□T形　□S、SⅡ形　□NS形　□GX形　□KF、UF形
□フランジ形　□溶接　□ねじ込み　□TS　□RR　□RR（ロング）□融着
□不明　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　）

	付属設備
	□消火栓　□空気弁　□バルブ・止水栓　□サドル分水栓　□その他（　　　　　　　 ）

	被害状況
	管路
	□タテ割れ　□ヨコ割れ　□折れ　□破断　□その他（　　　　　　　　　）

	
	継手
	■抜け　□ズレ　□割れ　□ゴム輪（破断、ズレ）　□その他（　　　　）

	
	付属設備
	□機能不全　□抜け　□割れ　□変形　□ズレ　□その他（　　　　　　　）

	地盤状況
	道路状況
	□異常なし　□陥没　□隆起　■割裂　□その他（　　　　　）

	
	クラック幅
	□管直角方向　■水平方向　　　　　cm（1cm以上を記入）

	
	
	■段差（沈下量）　　　　　cm（漏洩位置から15m範囲内（全体で30m））

	
	地盤の傾斜
	□なし　□管軸方向　■管直角方向　（傾斜角度≒　　　°）

	
	液状化
	□有り　■無し　※近くに噴砂跡の有無
	盛土
	□

	備　　考
	・通水後、約10ｍ離れた位置（△町＊丁目＊－＊○番地先）で漏水を確認。
・バルブ閉止により本日の作業終了。（給水対策本部に連絡済み：●時○○分　◎○受け）
・新たな漏水箇所の補修は、明日実施予定。


（裏）【記載例】
	現場見取り図　　　　　　　　　　　　　　　　配管図（施工前）

[image: image1.emf]

1.5m

H漏水箇所DIP.T φ150㎜8.5mDIP.K φ200㎜6.0m△町＊丁目＊－＊＊番地水道花子

　　　　

	配管図（施工後）　　　　　　　　　　　　使用材料集計
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（表）　　　　　    　　 管路修理報告書　　　　
	記入上の
留意事項
	・施工前と施工後の配管図は、可能な限り詳細に記入



	工事番号
	

	施工期間
	年　　月　　日　　曜日　　　時　　分　～　月　　日　　曜日　　時　　分

	監督者
	事業体名：　　　　　　　　　氏名：　　　　　　電話：

	施工業者
（代表者）
	施工業者名：　　　　　　　氏名：　　　　　　電話：　　　-　　　　-


	場　　所
	

	被害施設
	□管路　□付属設備　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	修理管路
	漏水管路

	□導水管　□送水管　□配水管（配水本管・配水支管）
□給水管（メーター上流）　□給水管（メーター下流）

	
	口　径
	　

	
	材　質
	□DIP　□CIP　□SP　□VP　□ポリエチレン　□LP
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	継手形式
	□A形　□K形　□T形　□S、SⅡ形　□NS形　□GX形　□KF、UF形
□フランジ形　□溶接　□ねじ込み　□TS　□RR　□RR（ロング）□融着
□不明　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　）

	付属設備
	□消火栓　□空気弁　□バルブ・止水栓　□サドル分水栓　□その他（　　　　　　　 ）

	被害状況
	管路
	□タテ割れ　□ヨコ割れ　□折れ　□破断　□その他（　　　　　　　　　）

	
	継手
	□抜け　□ズレ　□割れ　□ゴム輪（破断、ズレ）　□その他（　　　　）

	
	付属設備
	□機能不全　□抜け　□割れ　□変形　□ズレ　□その他（　　　　　　　）

	地盤状況
	道路状況
	□異常なし　□陥没　□隆起　□割裂　□その他（　　　　　）

	
	クラック幅
	□管直角方向　□水平方向　　　　　cm（1cm以上を記入）

	
	
	□段差（沈下量）　　　　　cm（漏洩位置から15m範囲内（全体で30m））

	
	地盤の傾斜
	□なし　□管軸方向　□管直角方向　（傾斜角度≒　　　°）

	
	液状化
	□有り　□無し　※近くに噴砂跡の有無
	盛土
	□

	備　　考
	


（裏）

	現場見取り図　　　　　　　　　　　　　　　　配管図（施工前）

　　　　


	配管図（施工後）　　　　　　　　　　　　使用材料集計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（応援水道事業体用）





整理番号





（応援水道事業体用）





（応援水道事業体用）





（応援水道事業体用）








